
男性もエステを普通にやるような時代で
す。眉とかネイルをきれいにしている人が
けっこういます。2000 年前の聖書の時代に
もエステをし、見かけを良くして弁論してい
たことをブルース・ウィンター師の特別講演
でお伺いしました。弁論する人々はすね毛を
剃って無駄毛の手入れをして、体を鍛え威風
堂々と語ったとのことです。2000 年前にも
見かけを良くして語っていたのです。では私
たちがイエス・キリストを伝える伝え方はど
うあるべきでしょうか。
それは、愚かさに徹するということです。
私たちは十字架につけられたイエス・キリ

ストのみを伝えるのです。使徒パウロは当時
第一の学者、ガマリエルに律法を学んだ律法
学者です。議員でもあり学問と弁論術にたけ
ていました。そのようなエリートのパウロが
すぐれたことば、すぐれた知恵を用いるのは
普通のことでした。十字架のイエス・キリス
トのみを語ることのほうが難しかったでしょ
う。2:2 に「何も知らないことに決心した」
と言っています。これは「十字架のキリスト
の他、何ものも親しく知らないことをよしと
した」という意味です。キリストだけとなる
ために、どれだけのものを捨てたでしょうか。
1:18 に「十字架のことばは、滅びに至る人々

には愚かであっても」とあります。「愚か」
とは新約聖書中 40 回出てきますが、そのう
ち 18 回がコリント人への手紙に出てきます。
半分近くです。それほど使徒パウロは愚かな
ように見えても福音に徹することがキリスト
者の在り方だとコリントの人々に語っている
のです。私たちは賢くなれ、損をするなと教
えられてきました。現代、科学や医学が進み、
テクノロジーが発展して生活も豊かになりま
したが、それで幸せになったかというとそう
でもない気がいたします。いや昔より人の情
や愛情が薄くなり生活しづらいように思いま

す。宣教においても賢
さではなく、神の十字
架のみを伝える愚かさ
に徹し、世の知者にな
ろうとしない、損をい
とわない生き方が必要
です。
みことばに聞き従っ

てゆくのが聖書宣教会
のありかたです。それは、楽な生き方ではな
いでしょう。しかし、私たちの救いのために
貧しくなり、愚かになってくださったお方の
みことばに従うのが私たちの生き方です。私
は、この 4月から私たちの教団の中央日本聖
書学院の学院長に任命されました。今は、正
規生がいない聖書学院です。超教派の神学校
も大切です。また、地方伝道を担う小さな教
派神学校も必要です。地域にどっしりと腰を
おろして、あくまでも福音を伝え続けるこの
世からみれば愚かな伝道者を養育してゆくこ
とが大切と思うのです。神の御霊のわざ、神
の御力を見たいと思ったら説得力のある知恵
のことばではなく、十字架のことばに徹する
ことです。そこに聖霊の生きたあかしがなさ
れ、神の御力が現されるのです。「御霊と御
力の現れ」の「現れ」とは「証明・証拠」の
意味です。私たちがキリストを主、救い主と
信じるのも御霊によるのです。人が信じると
きに、御霊のみわざが現されているのです。
使徒パウロは弱く、恐れおののいているよ

うな時に十字架のキリストに頼り、聖霊のあ
かしがなされ、神の御力が現されるのを体験
したのです。4:16 で「私にならう者となって
ください」と使徒パウロは語ります。私たち
も使徒パウロのように、福音の愚かさに徹す
る生き方をあなたもして欲しい、と語ってま
いりましょう。

巻　頭　言
「愚かさに徹する」

―コリント人への手紙第一 1章 18 節―

斉藤　哲哉
福音伝道教団
今市キリスト教会牧師
聖書宣教会評議員
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聖書宣教会 校長　鞭 木 　由 行

冬の寒さに向かう中、教会ではクリスマス
の諸準備が真っ最中のこの頃ではないかと思
います。いつも聖書宣教会を覚え、祈ってい
てくださる方々に学舎の最近のニュースをお
届けいたします。
例年、前期と後期の間にリトリートが行わ
れます。今年は奥多摩バイブルシャレーを利
用して 1泊 2日のリトリートを持ちました。
研修生とその家族を含めて 59 名の参加で、
テーマは「子どもと一緒の礼拝」でした。短
い秋期調整期間の後、10 月 27 日から後期の
授業が始まり、間もなく持たれたのがオープ
ンデイ（11 月 6 日）でした。例年より少し
多めの方々が集い、クラスを見学し、交わり
の時を持つことができました。例年より若い
方々が多かったように見受けられますが、見
学者の中からひとりでも献身者が起こされる
ことを祈る日々です。その日の午後はオルガ
ン協力会主催によるオルガンコンサートで、
今年はオルガン設置 20 周年記念ということ
で、独唱とオルガン曲の演目に、大勢の方々
が集ってくださいました。11 月のもう一つ
の行事は 17 日（木）に持たれた「祈りの日」
です。今回は、山形第一聖書バプテスト教会
の鳥居完次先生をゲストスピーカーにお迎え
し、一日祈りの時を過ごしました。寒さに向
かう季節の変わり目で健康を崩す研修生も少
しおりますが、おおむね順調に学びの日々を
過ごしています。
私は、9 月の連休に JECA 北海道地区での
奉仕がありました。その折ある卒業生から「あ
りがとうございました」と挨拶されました。
思い当たるようなふしがないので「はて、
これは何のことか」と戸惑った様子を見せる
と「聖書宣教会でみことばを教えられたこと
です。結局みことばしかない」とポツリ言わ
れました。短い会話でしたが、私の心に残り
大きな励ましをいただいた瞬間でした。現在、
聖書宣教会では旧カリキュラムから新カリ

キュラムに向けて切り替えが行われていま
す。現在の 4年生が旧カリキュラムで学んで
いる最後の学年で、彼らが卒業すると、カリ
キュラムの切り替えが完了します。新しいカ
リキュラムは、あえてここで学ばなくてもよ
いものを削減し、少しゆるんでいた原典によ
るみことばの学びを一層充実させたもので
す。すでに他の神学校でも 3年制から 4年制
への移行が進んでいるように思われますが、
それは現状から 4年間の学びが必要と考えか
らではないかと思われます。聖書宣教会でも、
なお 3 年間での卒業の可能性を残しながら、
それでも新カリキュラムは、原則的には 4年
を掛けて完結するカリキュラムとなっていま
す。そのために研修生の犠牲（祝福？）も大
きなものがありますが、同時に送り出してく
ださる諸教会からのご理解がどうしても必要
となります。そして、教会の現状を踏まえて
聖書宣教会は、あえてみことばの学びに一層
力を注ぐ教育へと向かっていくことにいたし
ました。そのためには教師の面で一層の充実
が必要となります。教師を送り出してくださ
る諸教会の理解も欠かせません。教会は主に
召された者が起こされたとき、祈りとサポー
トを持って献身者を神学校へ送り出し、神学
校は、みことばに仕えるための教育を行いま
す。同時にその教育は教会から派遣され、教
会によって支えられている教師によってなさ
れ、学びを終えた者はふたたび教会に戻って
みことばの奉仕をいたします。その意味で、
これは完全に教会のわざと言うことができる
でしょう。神学校にそれぞれの特色がありま
すが、私たちの願いは「結局みことばしかな
い」という確信に到達する働き人を送り出す
ことです。そのとき、どのようにみことばを
学ぶのか、その訓練を日々行っています。続
けて聖書宣教会の歩みのためにお祈りくださ
い。

聖 書 神 学 舎 か ら
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全世界に出て行って．．．

＜アジア・オセアニア地域＞
伊藤　仁　　　　　　本科40期
斎藤　五十三　　　　校友　　
Ｔ.Ｋ  　　　　　　　本科37期
Ｔ.Ｙ  　　　　　　　本科36期
田口　勇新　　　　　本科19期
中村　孝　　　　　　本科21期
福永　有　　　　　　本科34期
松浦　紀子　　　　　本科34期
松村　隆　　　　　　本科19期
松本　健一　　　　　本科40期
矢田　紫野　　　　　本科40期

聖書宣教会の同窓会名簿には、現在、568 名が記載されています。このうち 21 名は地上の生涯を全う
して主のみもとにあります。卒業生、修了生、校友は、日本各地での働きのほか、世界の各地で主に仕え
ています。立場も奉仕地も様々ですが、海外に在住、奉職、または海外宣教の働きに専従していると思わ
れる 33 名の兄姉を紹介します。（ほかに海外留学中の兄姉もあります。）

＊同窓会名簿をもとに記載しておりますが、誤りや訂正がありましたらお知らせください。

＜北・南アメリカ地域＞
安納　義人　　　　本科14期
李　　起燮　　　　本科40期
上沼　昌雄　　　　本科12期
大羽　ウエスレー　本科27期
影山　俊興　　　　本科04期
黒田　朔　　　　　本科11期
西條　裕之　　　　本科31期
立石　尚志　　　　本科33期
立石　聖美　　　　音科10期
中尾　邦三　　　　本科14期
中田　智之　　　　本科10期
平湯　晴彦　　　　本科22期
平湯　洋子　　　　本科22期

蛭沼　寛行　　　　本科37期
三浦　春寿　　　　本科25期
山田　みよ子　　　本科02期
＜ヨーロッパ地域＞

田辺　正隆　　　　本科04期
＜アフリカ地域＞

清水　担　　　　　本科39期
清水　いずみ　　　本科39期

＜その他地域＞
安海　靖郎　　　　本科10期
稲垣　博史　　　　本科11期
野沢　道世　　　　本科27期
福田　崇　　　　　本科17期 

＜アジア・オセアニア地域＞

事情により削除

＜北・南アメリカ地域＞　中田　智之
［召し］
羽鳥明先生の南米宣教報告会に参加、重い気持ちで帰宅。あの貧しさに自分は同化出来るか、外国語が不得意な人
間が．．．、一生宣教に当たる決意が．．．。高三・hi-b.a. で主イエス様を信じ一年目、1962 年夏。
［準備］
「ブラジルを見てきなさい」羽鳥純二牧師。二年生・夜・週二、ポ語の会話・文法を他大学で。卒業式後一週間、
南米行き「アフリカ丸」に乗る。一流旅行社が「南米内の交通機関？帰ってきたら教えて．．．」、一体、帰れるのか．．．。
［神学の準備］
「帰って、こちらで結婚を」「聖書は母国語で学ぶ」純二師の助言。神学舎卒業時「共に生きていれば宣教です」と
舟喜信師の辞。
［いま 70 歳、生涯現役？］
同窓の清水師は「100 才まで」と、北の地、相馬師は「今、開拓中」と言う。私もリオプレトへ開拓に。来年日本
で支援会を再組織してくださる、お祈り感謝。「日本人伝道」を教えてくれたブラジルに感謝。

＜ヨーロッパ地域＞　田辺　正隆
［奉仕内容］
１．フランクフルト日本語福音キリスト教会での伝道・牧会（市内・近郊の日本人約 2700 人）
２．ヨーロッパ各地の日本語教会の礼拝、修養会等の奉仕
３．ドイツを中心に、全ヨ－ロッパ向けの電話伝道
［祈りの課題］
昨年 6 月でスイスでの働きを終え、フランクフルト一本になりました。今までにない闘いを覚えています。理由は

幾つかあります。
１．月 2 回だった礼拝を毎週持つようになりました。しかし、月 2 回の礼拝が生活の中でパタ－ン化し、毎週の礼拝
に集わない。

２．礼拝場所が変わったため、集まりにくい（教会周辺の路面電車の工事も一因です）。
３．昨年から帰国者が多く、中心的な働きをしていた人々がいなくなった。しかし、主は祈りに応えてくださり、少
しずつ上向きになってきています。スイスのように教会の基礎ができたら、本帰国する予定です。後任者を考え
ながら喜びと感謝をもって奉仕しています。お祈りください。
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編 集 後 記
秋の伝道活動の結実と収穫の報に、主の御名をあが
めています。いのちの主、豊かな恵みの主にお仕えす
ることは何と幸いなことでしょう。日本の各地で、世

界中で、教会が強くされ、主の畑に働き手が加えられ
ますように。（A）

○今年の卒業・修了予定者は 8 名です。うち本科生 6 名が卒業論文に取り組んでいます。締めくく
りの学びの祝福、卒業・修了後の奉仕の導きをお祈りください。
○研修生は、疲れや体調不良はあるものの、主の支えの中で学びと訓練に勤しんでいます。教職員
も主の守りの中にあります。健康と働きのためにお祈りください。
○新年度の要覧が発行され、入会願書の受付期間が始まりました。来年2月 4日まで。
献身者の減少が叫ばれる中、個々人にも教会にも、主のみこころが明らかにされますように。
○冬の調整期間にも東北地方に奉仕に出かけるチームが準備しています。新年度の夏期キャラバン
伝道の具体的な準備も始まっています。神を愛し、隣人を愛して、地域の教会を通して良く奉仕
することができますように。
○聖書宣教会の経済が例年よりも厳しい情勢で推移しています。諸教会のたたかいの厳しさを想い
つつ祝福を祈ります。宣教会の必要も、主が、主の方法で満たしてくださいますように。

《近況と祈りの課題》

図書館長　津 村 俊 夫
目まぐるしく変化していく情報化社会の姿を垣間見て、しばしば圧倒されるような思いになりま

す。先日、図書館のホームページを更新しましたが、ティンデル聖書学研究所（TH）のホームペー

ジには、データベースや eBook 専用のサイトがあり、常に情報が新しくなっていますので、時々、

そこを訪れてみることをお勧めいたします。

また、グーグル・ブックス（Google Books）でキーワード検索（例えば、chaos creation 

Ugarit）をかけますと、本だけでなく学術雑誌の論文の中でそれに言及しているところ（ページ数）

を見つけてくれます。以前では、本や論文を図書館で見つけたら、借り出したりコピーをして家に

持ち帰り、丁寧に読むことによってようやく知るようになった情報が瞬時に手に入るのです。

最近、個人的に始めたばかりですが、Facebook の学者版とも言える Academia.edu という情報

交換サイトがあります。自分が関心のあるグループ（例えば、Hebrew language）に登録して、そ

こに加わっている学者のページに行きますと、その人が公開している論文（pdf）や本の情報を得

ることが出来ます。必要なら個人的にメールを送って公開されていない他の論文を提供していただ

くことが出来るでしょう。学者は、発表する前のアイデアは人に知られたくないのですが、すでに

出版した本や論文は多くの人に読んでもらいたいので、喜んでシェアしてくれます。個人のブログ

やホームページとは違い、すでに出版された資料ですから、それなりに責任のある情報発信となっ

ていると思います。

図書館便り
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